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下田港　ボートパーク整備事業
問合せ先　静岡県下田土木事務所企画検査課　☎㉔２１１３

美
し
く
魅
力
あ
る
景
観
を
阻
害
し
、

防
災
上
の
リ
ス
ク
も
含
む

　

下
田
港
に
流
れ
込
む
二
級
河
川

稲
生
沢
川
に
は
、
約
150
隻
の
漁
船

や
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
が
混

在
し
、
船
が
何
列
に
も
横
に
連
な

り
係
留
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
長
期
間
使
用
さ
れ
ず
放
置
さ

れ
た
船
や
沈
没
船
も
含
ま
れ
、
景

観
の
悪
化
や
船
舶
の
航
行
・
離
着

岸
の
妨
げ
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

津
波
発
生
時
に
は
船
舶
が
遡
上
し

て
家
屋
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

課
題
の
解
決
を
図
り
つ
つ
、
よ
り

魅
力
的
な
〝
場
〟
を
創
造
す
る

　

県
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
港
湾
関
係
者
や
地
域
の
代

表
者
等
で
構
成
さ
れ
る
「
賀
茂
地

域
水
域
利
用
推
進
調
整
会
議
」
に

お
い
て
、
下
田
港
に
お
け
る
船
舶

の
適
正
な
利
用
に
向
け
た
対
策
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
漁
船
は
従
来
ど
お

り
稲
生
沢
川
に
係
留
し
、
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
は
ま
ど
が
浜
海
遊

公
園
前
に
新
し
い
係
留
施
設
と
な

る
ボ
ー
ト
パ
ー
ク
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
係
留
場
所
の
整
理
を
進
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ボ
ー
ト
パ
ー
ク
は
、
放
置
艇
対
策

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
賑
わ
い

創
出
に
も
寄
与
す
る
施
設
と
な
る

よ
う
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
や
ビ
ジ

タ
ー
船
の
受
け
入
れ
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
資
金
を
活
か
し
た
集
客

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
「
開
国
下
田
み
な
と
」

や
伊
豆
急
下
田
駅
な
ど
の
陸
路
の

拠
点
に
加
え
、
海
の
拠
点
と
な
る

ボ
ー
ト
パ
ー
ク
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
下
田
港
周
辺
は
、
多
く
の
人

が
集
ま
る
交
流
の
場
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

稲生沢川河口の状況（令和６年９月時点）稲生沢川河口の状況（令和６年９月時点）

　県は、ボートパークの来年度の

事業化を目指し、現在、整備計画

の策定を進めています。

　まどが浜海遊公園における賑わ

い創出に向けた整備や取組みにつ

いて、市民の皆さんのご意見を伺

いながら、検討していきます。

下
田
港
に
お
け
る

〝
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
〟

　

下
田
市
で
は
、
市
の
中
心
的
拠

点
で
あ
る
下
田
港
と
そ
の
背
後
に

広
が
る
ま
ち
一
帯
を
「
み
な
と
ま

ち
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
づ
け
、
地
域

の
魅
力
を
高
め
、
憩
い
と
賑
わ
い

の
創
出
を
目
指
す
取
組
み
を
官
民

が
連
携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

み
な
と
ま
ち
ゾ
ー
ン
の
中
で
も

臨
海
部
（
マ
リ
ン
パ
ー
ク
エ
リ
ア
）

で
は
、
道
の
駅
の
施
設
更
新
、ボ
ー

ト
パ
ー
ク
整
備
、
魚
市
場
の
建
替

え
、
旧
下
田
ド
ッ
ク
跡
地
の
開
発

な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
っ
て
臨

海
部
（
マ
リ
ン
パ
ー
ク
エ
リ
ア
）

の
魅
力
が
最
大
限
に
引
き
出
さ
れ

る
よ
う
、
令
和
８
年
３
月
に
官
民

一
体
と
な
っ
て
進
め
る
具
体
的
な

戦
略
「
マ
リ
ン
パ
ー
ク
エ
リ
ア
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。みなとまちゾーン　重点エリア図みなとまちゾーン　重点エリア図

森
林
文
化
都
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　

群
馬
県
の
北
部
に
位
置
す
る
沼

田
市
は
、
豊
か
な
森
林
に
恵
ま
れ
、

平
成
２
年
に
全
国
で
初
め
て
「
森

林
文
化
都
市
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。

宣
言
に
あ
る
「
森
林
に
囲
ま
れ
た

ま
ち
を
誇
り
と
し
、
人
と
自
然
が

真
に
ふ
れ
あ
う
理
想
の
ま
ち
」
を

実
現
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
令
和

７
年
１
月
に
「
森
林
文
化
都
市
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

各
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

◇
群
馬
県
沼
田
市　

　
　

森
林
文
化
都
市

　
　
　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

①
た
ん
ば
ら
・
森も

り林
の
学
校
事
業　

　

「
た
ん
ば
ら
・
森
林
の
学
校
」

は
、
沼
田
市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
、

森
林
の
も
つ
機
能
や
働
き
、
環
境

保
全
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
取
組
で
す
。
ブ
ナ
林
が
原
生
林

に
近
い
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る

玉た
ん
ば
ら原

高
原
で
の
散
策
や
、
ブ
ナ
の

幼
木
移
植
な
ど
を
通
し
て
学
習
す

る
こ
と
で
、「
森
林
文
化
都
市 

沼

田
」
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
の
促

進
を
図
る
事
業
で
す
。

②
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
事
業

　

市
有
林
の
適
正
な
管
理
に
よ
り

温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
能
力
を
高

め
、「
Ｊ
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
を
創

出
す
る
事
業
で
す
。
Ｊ
‐
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
と
は
、
森
林
管
理
な

ど
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
量

を
国
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
認
証

す
る
制
度
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
購

入
希
望
企
業
な
ど
へ
売
却
で
き
ま

す
。
こ
の
売
却
利
益
は
「
森
林
文

化
都
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
関
連

事
業
」
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

J クレジット登録証Jクレジット登録証

- 沼田市姉妹都市提携 60 周年記念 -- 沼田市姉妹都市提携 60 周年記念 -

姉妹都市・下田市の皆さんへ姉妹都市・下田市の皆さんへ

「森林文化都市 沼田」の主な取組み「森林文化都市 沼田」の主な取組み
紹介します！紹介します！

問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒２２１２問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒２２１２

てんぐ積み木てんぐ積み木

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言

　

沼
田
市
で
は
、
令
和
２
年
12
月

24
日
に
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を

行
い
、
木
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
と
は
、
木

育
の
第
一
歩
と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん

が
初
め
て
触
れ
る
道
具
や
お
も

ち
ゃ
に
地
産
地
消
の
木
製
品
を
選

ぶ
こ
と
で
、
木
の
温
も
り
を
感
じ

な
が
ら
楽
し
く
豊
か
に
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

取
組
で
す
。
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
活

動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
で
生
ま

れ
、
新
た
に
沼
田
市
の
住
民
と
な

る
赤
ち
ゃ
ん
に
積
み
木
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
積
み
木

は
、
沼
田
市
産
の
木
材
を
使
い
、

市
内
の
木
材
加
工
業
者
で
ひ
と
つ

ひ
と
つ
手
作
り
さ
れ
た
も
の
で
す
。

星野沼田市長と子どもたちによる植樹の様子星野沼田市長と子どもたちによる植樹の様子

最終回！

ぶな林ぶな林

詳しくはこちら！
沼田市 HP ※平成 28 年１月撮影（一部加工）※平成 28 年１月撮影（一部加工）


